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一般国道９号
（ 中 山 名 和 道
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

殿河内定屋ノ前遺
跡 集落

縄文時代 落とし穴 縄文土器

弥生時代

竪穴建物跡、
掘立柱建物
跡、土壙墓、
土坑、柵列、
溝

弥生土器、土製
品、石器、管玉、
鉄器

焼失住居２
分銅形土製
品５

古　　代 道路 須恵器

近世以降 道路・石列 陶磁器

要約

殿河内定屋ノ前遺跡は、縄文時代から古代にかけての集落遺跡で、縄文時
代では多数の落とし穴が検出された。弥生時代は中期にまとまって集落が形
成されている。奈良時代では道路が造られている。
　出土遺物には、縄文土器、弥生土器、古代の土師器・須恵器、近世陶磁器、
鉄器、石器、玉製品などがある。
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